
 

豊野中学校では、生徒会図書部（図書委員会）の活動がさかんで、本をたくさん読む生徒、本を借りる生徒も

多く、昼休みも図書室はにぎわいを見せています。毎日の朝読書の時間になると、どのクラスでも自然に話し声

がやみ、全員が読書に集中する雰囲気があります。係でも本を読むことに対する意識づけを積極的に行ってきま

した。 

ところが、昨年度末に卒業生に調査した「豊中この一冊」では、上位に

ライトノベルの作品、携帯小説、ミステリーばかりが挙がり、良書として

推薦した図書を「心に残った本」として挙げた生徒は本当に少ないという

ことがわかりました。もちろん、娯楽としてライトノベルなどの作品を読

むことは否定しませんが、感受性に富む中学生期に、自己を高める本、自

己変革に影響を与えるような本を、自ら選び、読み、読書によって未来が

開かれていくこともあるのだと実感するのは、これからの人生にとって大

変貴重なことだと考えます。「生き方を求めて」というテーマで進路学習が進んできている中学三年生のこの時

期に、 

＊自分の周囲の人たちから、読書することによって考え方や生き方が変わった本を紹介してもらい、何冊かを読

んで感想を交流する活動 

＊図書館の本の中から、自分を成長させてくれる本を選んで「次に読む本」のリストを作る活動 

などを行うことで、自分の未来の生き方に役立てていかせたいと考え、この単元を設定しました。




